
『新年のスタートにあたり』 

校長 大 山 淳 子  

 

新しい年を迎え、そして三学期のスタートとともに、学校には再び子どもたちの元気な声が戻って

きました。冬の冷たい空気の中にも、久しぶりに再会した喜びや、新たな学期への期待が満ちあふれ

ています。始業式の日、子どもたちのまっすぐな眼差しを前にすると、こちらも身が引き締まる思い

がし、また同時に「今年も子どもたちとともにがんばろう」という決意を新たにしました。 

三学期は一年のまとめであると同時に、新しい年度への助走期間です。これまでの学びを振り返り、

できるようになったことはさらに深め、課題として残っていることには一歩ずつ丁寧に取り組んでい

く。子どもたちが自ら成長を実感できる大切な時期です。この大切な学期を迎えるにあたり、今年の

干支である「丙午（ひのえうま）」に少し触れてみたいと思います。 

今年、令和 8年は 60年に一度巡ってくる丙午の年です。丙午は「丙＝陽の火」「午＝陽の火」とさ

れ、五行ではともに火の性質を持つことから、“火のエネルギーが重なる年”、すなわち情熱や勢いが

高まり、新たな挑戦や変化が起きやすい年であると言われています。火には、ものを明るく照らし、

あたため、前へ進ませる力があります。私たちが歩む教育の道も、まさに子どもたち一人ひとりの中

にある「小さな火」を見つけ、それを大切に守り、時には励ましながら大きな灯へと育てていく営み

です。丙午の情熱的な象徴は、そのような教育の歩みにも通じるものがあります。 

もちろん、火は勢いが強い分、ともすれば制御が難しい側面もあります。しかし、それは「勢いを

正しく使うことの大切さ」を教えてくれることでもあります。子どもたちが持つエネルギーや好奇心

は本来、とてもまっすぐで豊かなものです。そこに大人が寄り添い、方向を示し、安心して挑戦でき

る環境を整えていくことが、学校の役目であると改めて感じています。 

一方で、学校の教育活動は子どもたちと学校だけで完結するものではありません。日々の家庭での

声かけ、生活のリズムづくり、学習への励まし、健康への配慮…。保護者の皆様の見守りと支えが、

子どもたちの成長を大きく後押ししています。改めて、日頃からのご理解とご協力に深く感謝申し上

げます。特に冬場は体調を崩しやすい時期でもあります。特に中学 3年生は、高校入試を控えていま

す。引き続き健康観察や生活リズムの調整などにご協力いただければ幸いです。 

今年の丙午の年は、「挑戦」「勢い」「前進」がキーワードであると同時に、「ひとつひとつの歩みを

大切に積み重ねること」の重要さも示してくれているように思います。学校としても、子どもたちの

安全・安心を第一に、そして教育活動の質をさらに高めながら、地域とともに未来を育む学校づくり

を進めてまいります。 

最後になりますが、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。子どもたちにとっても、保護者の

皆様にとっても、そして地域の皆様にとっても、丙午のエネルギーが温かな光となり、希望をもって

進む一年となることを心より願っております。 

日 曜 ２月 の 行 事 予 定 小:下校 中:下校 

1 日    

2 月 小：スケート学習④ 14：20／15:20 １5：2０ 

３ 火 小３４：自然体験学習 14：20／15:20 １5：2０ 

４ 水 小：スケート学習⑤（記録会） 中：学力テスト １４：２０ １4：2０ 

５ 木 小：児童会役員選挙 制服等検討委員会② 14：00／15:30 １5：2０ 

６ 金 ４時間授業（町内の先生方の研修会のため） １3：0０ １3：0０ 

７ 土    

８ 日    

９ 月 朝会 新小１体験入学 PTA三役会議② 14：20／15:20 １5：2０ 

10 火 公立高校推薦入試 小：移動図書 中：参観日 14：20／15:20 １4：10 

11 水 建国記念の日   

12 木 中：移動図書 中３：租税教室 14：20／15:20 １5：2０ 

13 金 小中：委員会 小：スクールカウンセラー来校日 14：00／15:30 １5：3０ 

14 土    

15 日    

16 月 学校運営協議会③ 14：20／15:20 １5：2０ 

17 火 職員会議 ４時間授業  １3：0０ １3：0０ 

18 水  １４：２０ １4：2０ 

19 木 小：参観日 中：新入生説明会 中２：食の指導 １４：２０ １５：2０ 

20 金 小中：委員会 中：スクールカウンセラー来校日 14：00／15:30 １5：3０ 

21 土 釧根地区中学生学年別バドミントン大会   

22 日    

23 月 天皇誕生日   

24 火  14：20／15:20 １５：2０ 

25 水  14：20／15:20 １5：2０ 

26 木 PTA専門委員会・合同会議・三役会議③・役員選考委員会 14：00／15:30 １５：2０ 

27 金  13：00／14:20 １4：2０ 

28 土    

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○ みんな仲良く生活する子どもになろう 

○ 深く考え進んで勉強する子どもになろう  

○ 健康な体と心をつくる子どもになろう 

○ きまりを守り最後までやりぬく子どもになろう 

○ 身のまわりを美しくできる子どもになろう 
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発行日 令和８年１月３０日（金） 

＝学校教育目標＝ 浜中町立散布小中学校だより   

発行者 散布小中学校 

校 長 大山 淳子 
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行事や下校時刻は、あくまでも予定です。週ごとの学年通信等でご確認ください。 



 

 
１月２１日（水）に、冬期の避難訓練を実施しました。今回は、休み時

間中に大規模な地震が発生し、その後、津波警報が発令されたという
想定のもと、まずはその場で自分の身を守る態勢を素早くとり、その
後、安全に避難する行動を確認しました。子供たちは、防寒具を手早
く身に付けることや、凍結した場所に注意しながら移動することを意
識し、緊張感をもって訓練に臨んでいました。 
これまであまり経験のない時期や内容での訓練であったため、ど

の子も真剣な表情で行動する姿が見られ、非常時に自分の命を守る
ためにどのように判断し、行動すべきかを考える貴重な機会となりま
した。実際の災害を想定しながら訓練に取り組むことの大切さを、改
めて実感する時間となりました。 
訓練後には、教育大学の境教授を講師にお迎えし、講評をいただき

ました。地震の規模を具体的に想像し、それに応じた行動をとること
の重要性について分かりやすくお話しいただいたほか、大きな袋に
空気を入れた実演を通して、実際の津波がもつ力や迫力を体感的に
理解する機会も設けていただきました。子供たちは、実演を通して、
災害の恐ろしさと日頃からの備えの重要性を強く感じている様子で
した。 
今回の避難訓練で得た学びを生かし、いざという時に自分の命を

守る行動がとれるよう、今後も防災教育を継続していきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季避難訓練

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

学校評価の目的は、教育活動の改善策を見出し、学校の教育水準のさらなる向上を目指すことにあります。皆様から頂戴した評価やご意

見をもとに、改善を図ってまいります。 

 

《考察・今後に向けての取組》 

・第２回学校評価では、児童生徒・保護者・教職員のいずれからも、学校生活全般について概ね良好な評価をいただきました。いじめや不

登校への対応、安全管理、家庭・地域との連携などについては、学校としての取組が一定の成果を上げているものと受け止めています。 

・家庭学習については、学校からの指導や働きかけにより、児童生徒自身の意識が少しずつ高まってきていることがうかがえます。一方

で、学習習慣の定着には継続的な指導が必要であることも明らかになりました。今後も学校が中心となり、「学年×１０分」を目安とした家

庭学習の取組を進めていきますので、ご家庭におかれましては、見守りや励ましなどの面でご協力をお願いいたします。 

・授業づくりについては、子供たちが主体的に学ぶ姿を大切にしながら、話し合いや意見交流を取り入れた授業改善を引き続き進めてい

きます。子供一人ひとりの考えを引き出し、学ぶ意欲を高める授業を目指して、学校として工夫と改善を重ねていきます。 

・また、キャリア教育については、学校内での取組が十分に伝わっていない面があることが分かりました。今後は、子供たちの成長の過程

や取組のねらいについて、学校から積極的に情報発信を行っていきます。 

・今後も、小中の系統性を意識した指導と教職員間の連携を一層強化し、学校が責任をもって教育活動を進めていきます。そのうえで、保

護者・地域の皆様には、学校の取組へのご理解と、必要に応じたご協力をいただければ幸いです。 

小 中 平均 小 中 平均 （わからない） 小 中 平均

R7.7 3.9 3.4 3.8 3.6 3.0 3.4 0人 3.8 3.5 3.6

R7.12 3.9 3.3 3.7 3.6 2.8 3.4 0人 3.8 3.4 3.6

R7.7 3.9 3.4 3.7 3.8 3.3 3.6 2人 4.0 3.6 3.7

R7.12 3.8 3.3 3.6 3.6 2.8 3.4 4人 3.8 3.1 3.5

R7.7 3.8 3.3 3.6 3.9 3.4 3.7 1人 3.8 3.3 3.5

R7.12 3.6 3.2 3.5 3.7 2.8 3.4 2人 3.8 3.1 3.5

R7.7 3.6 2.9 3.4 3.7 3.4 3.6 3人 3.2 2.6 3.0

R7.12 3.6 3.1 3.5 3.4 2.8 3.2 3人 3.0 2.4 2.9

R7.7 3.8 3.2 3.6 3.6 3.4 3.5 1人 4.0 3.6 3.8

R7.12 3.7 3.3 3.6 3.6 3.0 3.4 0人 3.8 3.3 3.6

R7.7 3.9 3.4 3.7 3.6 3.5 3.5 2人 4.0 3.6 3.8

R7.12 3.9 3.3 3.7 3.6 3.3 3.5 1人 3.6 3.4 3.6

R7.7 4.0 3.3 3.8 3.8 3.1 3.6 0人 3.8 3.3 3.6

R7.12 3.8 3.3 3.7 3.6 3.1 3.4 2人 3.6 2.9 3.3

R7.7 3.9 3.2 3.7 3.6 3.0 3.4 1人 3.8 2.7 3.3

R7.12 3.8 3.4 3.7 3.5 2.8 3.3 9人 3.2 3.1 3.2

R7.7 3.9 3.3 3.7 3.7 3.3 3.5 2人 3.0 2.7 2.9

R7.12 3.7 3.4 3.6 3.5 2.9 3.3 6人 3.0 2.9 3.1

R7.7 3.9 3.5 3.8 3.6 3.0 3.4 2人 3.4 3.0 3.3

R7.12 4.0 3.3 3.8 3.5 3.1 3.4 6人 3.2 2.9 3.1

R7.7 4.0 3.7 3.9 3.7 3.5 3.6 1人 3.6 3.7 3.7

R7.12 3.9 3.7 3.8 3.6 3.3 3.5 0人 3.6 3.6 3.6

R7.7 3.6 3.6 3.6 0人 4.0 3.7 3.9

R7.12 3.7 3.5 3.6 0人 3.8 3.4 3.6

児童・生徒 教職員
実施日

保護者
設　　　問（保護者）

☆12月に実施いたしました第２回学校評価アンケートの結果についてお知らせいたします。【回収率１００％】
お忙しい中ご協力いただき、大変ありがとうございました。

№
目指す

子どもの姿
評価項目

健康な体と
心をつくる
子どもにな
ろう

5

その他

11 安全管理

きまりを守り
最後までや
りぬく子ども
になろう

7

8

道徳教育
学校は、「きまりを守る」「相手を思いやる」などの道徳性を
身につけるための指導を行っている。

キャリア教育
学校は、子供一人ひとりが自立を目指して成長できる教育
活動を行っている。

特別支援教育2
学校は、お子さんの個性を大切にし、得意・不得意に応じ
た指導をしている。

深く考え進
んで勉強す
る子どもに
なろう

授業改善3

4 家庭学習

学校は、お子さんが主体的に参加したり話し合ったりする
授業作りをしている。

学校は、お子さんの家庭での学習習慣が身につくよう、取
り組み方を指導している。

みんな仲良
く生活する
子どもにな
ろう

学校は、子供を理解し、悩みや課題に丁寧に寄り添うな
ど、いじめや不登校がない学校づくりに取り組んでいる。

生徒指導
いじめ・不登校防止

1

身のまわり
を美しくでき
る子どもに
なろう

9
学校は、子供に望ましい基本的な生活習慣が身につくよ
う、指導している。

生活習慣

10 環境美化
学校は、校内の環境美化に努め、子供たちに整理整頓の
大切さや意味について指導している。

学校は、お子さんの心と体が健康で安全な生活ができるよ
うに努めている。

学校は、お子さんの体力を向上させるための取組を行って
いる。

学校は、避難訓練、登下校指導など、非常時や日常の防
災・安全指導を行っている。

12 家庭・地域との連携
学校は、授業参観やお便り、家庭訪問、電話、ホームペー
ジなど、家庭や地域との連携に努めている。

6

保健管理

体力向上

 

１２月２５日（木）に行われた会議に、本校を代表して児童生徒会の皆
さんが参加しました。子供たちは、他校の児童生徒と交流しながら、
学校生活をよりよくするための取組について意見を交わしました。 
 小学校の児童会からは、本校で継続して取り組んでいるいじめ防止
に関わる活動について発表を行いました。特に、小中合同で取り組ん
でいる活動や「いいことみっけの木」の取組については、他校からも
関心が寄せられ、高い評価をいただきました。本校の実践が、他校の
参考となる機会にもなりました。 
 また、児童会のメンバーだけでなく中学校の生徒会の皆さんも、協
議の場において自分の考えをしっかりと伝え、積極的に話し合いに参
加する姿が見られました。互いの意見を尊重しながら考えを深める様
子から、主体的に学校づくりに関わろうとする意識の高まりを感じる
ことができました。 
 今回の経験を生かしながら、今後も児童生徒一人ひとりが学校をよ
り良くしていこうとする取組を、学校全体で大切にしていきます。 

どさん子☆浜中町子ども地区会議 


